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麦類 の 水 稲立 毛 間散 播 栽 培 に お け る

出芽 ・ 苗立 に つ い て

大 隈 光 善   古 城 斉 一　
＊＊

・ 今林 惣一郎
＊

（ ＊ 福 岡 県立 農業試験場、＊＊ 福 岡県農業技術 課 ）

　麦類の 最 も省力的 な栽培法 と し て 水稲 の 立 毛中に 麦を

播種 し、コ ン バ イ ン に よ る水稲収穫後の 排出わ らをそ の

ま ま覆土 の 代用 とす る水稲立 毛 間散播栽培 が あ る 、， テ ヨ

ッ パ
ー

あ るい は カ ッ ター付コ ン バ イ ン の 普 及 に よ り、こ

の 栽培法が注目 され 、 当場の ほか に 岡山、兵庫農試など

で 試 験 が 行 わ れ て お り、
一
般 に イ ネ科雑草が 少 な く、排

水 良好 な 水 困 で 実 用性が 認 め られ て い る。

　 しか し、現 状で はい ずれ の 県 もまだ 展示圃段階 で、普

及 す るま で に は 至 っ て い な い 。こ の 栽培法 の 普及 を阻 害

し て い る主な要因 と して、雑草防除が 困難な こ との ほ か

に 出芽苗立 が 不 安定で あ る こ とが 考え られ る 。

　 こ こ で は、まず麦 の 出芽苗立 の 安定化 を図 るた め、麦

播種後か ら水稲収穫ま で の N 数や 稲わ らの 被覆量 及 び 土

壌水 分 が 出 芽 苗立 に 及 ぼ す影響に つ い て 検討 し た の で 、

そ の 概要 を報告す る。

試 験方 駿及 び 結果 鍍び に 灣 察

　試験 蔓　播種畿水稲収 穫 ま で の 日数 と 出芽 苗立

　 1974 　ff　ll 月 2 日、水稲 （レ イ ホ ウ ）立 毛中に ウ シ ォ

コ ム ギ を 1   当 り3   0 粒擂種 し、水稲の 収穫時期 を変 え

て 試験 を 実施 し た 。稲 わ ら被 覆 量 ：約 700ff ／  。施 肥

法 ：　12 月 5 日｝こ N 、　P 、 　K 各 1，2kg／ a を施月蕁。9冬試 匡罰

出
芽

本
数

2DO

本
／
艀 lee

0
　 　12 日

es　1 図

　 19　　　　　26　　　　　33 　　　　40

　　 播種 後 日数

播種 後 水稲 収 穫 ま で の 日数 と麦の 出芽

昭 和 52 年 5 月 9 日　第 54 回講演会 で 発 表

場条件 ：農試本場、花 こ う岩系 沖積 層 砂壌 土、排水 や や

良 。 1 区 1m2 、2反 復。

　播種 当 冂〜3 日 後 収 穫 区 の 場合、播種 12 日後 に は ほ ぼ

出芽揃い とな っ て い る の に 対 し、播種 6 口後以降 の 収穫

の場合 は 出芽が 遅 く、不揃い で あ り、とくに 12日後収穫

区 で は 出芽率 も低 5
’
し た 。 播種 12日後 の 収 穫直前の水稲

立 毛中に お け る麦の 生育状況 は 63％が出芽 ・発根 し、う

ら 13％ の 個体 は本葉が 展 開 して お り、すで に 草丈 が 6tW

程 度 とな っ て い た 。 本試験で は稲わ らを手で 被覆 した が、

実際場凾亅で は収穫時の コ ン バ イ ン に よ る機械的 損傷 が あ

る の で、播種後収穫まで の 日 数が 長い 場合、さ らに 出芽

苗立 が低下す る と考 え られ る。
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第 2 図　播 種 後 水稲 収 穫ま で の 日数 と麦 の 生 育

　そ の後 の 麦の 生 育 （第 2 図 ）を み る と、12 月 26 口の

調査 で は、処 理 間 の 差 が 大 き く、と くに 6 日後 以 降 の 収

穫 区 で は遅 くな るほ ど当日収穫区 より祝
2
当 りの 茎 数 や 地

上 部乾物重が 低下 した u さ らに 4 月 1 日 の 調査 で は 処 理

間 の 差 が 縮 まって きた が、9 〜12日後収穫区 は 当 1、∫収穫

区 よ り地 上 部乾物 重が や や 低下した 。こ の こ と よ り、麦

播種後水稲収穫 ま で の 日数 は短 い ほ ど出芽お よ び そ の 後

の 生育は 安定 して い るが 、実用上 は 1 週間以内 まで と考

え られ る。
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　試験 皿　 稲わ ら被覆量の 多少 と 出芽苗立 お よ び 雑草の

　　　　　発 生 に つ い て

　／1 月 5 日 に 水 稲 を収 穫 した 圃場 （稲 わ ら搬 出、や や 湿

潤 ）を供試 。 3H 後 に播種 し、直後に わ ら被覆 を行 い、

そ の 被覆量 に つ い て 検討 。 た だ し、稲 わ ら無 被覆 区は 30

0n　× 15　cm 　｝Cl 穴 5 粒 （叨
2
当 り 111 粒 ） を点播 し、その

部分に の み 約 1　cm ＄．：度覆土 した。その 他 の 試 験条件 は試

験 1に 同 じ。
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稲 わ ら被覆量 の 多少 と 麦
・
雑草 の 生 育量

　稲 わ ら無被覆 に対 し、彼覆区 は 各区 と も出芽 が 遅 く、

出芽数 も少 なか っ た。また 、わ ら被 覆 区 は 播種 20 日後ま

で は被覆量 の 多少 に よ る 出芽数に は 大 差 が な か ・った が、

そ の 後、SOO　，e／m2 ＞ 700 ＞30 〔1 ＞900 ＞1200 の 準 に

出芽率 が高 くな っ た 。第 3 隅 は 稲わ ら被覆 量の 多少 と そ

の 後 の 麦の生育 お よ び雑草の 発生 量 に つ い て み た もの で

あ る 。 麦の 生 育 は 被 覆暈 500 〜900 　fl／ m2 で 茎 数及 び地

上部乾物重が大きく、 こ れ 以 Lや こ れ 以 ドで も低下 し た。

ま た、雑草の 発生 量は 被覆量 が 多 くな る ほ ど少 な く、と

くに 、被 覆 量 が 7009 ／ m2 以 上 で は ス ズ メ ノ テ ッ ポ ウの

本数、乾物 重 が 急激 に 低下 した。

　麦の 出 芽 苗立 や その 後の 生 育及 び雑草の 抑 制 の 面 か ら

判断す る と 、 稲わ ら被覆量 は 700 〜9009 ／痂
2 が遘 して

い る と 考 え られ る 。

　 試 験 田　 土 壌 水 身 と 出芽 苗 立 に っ い て

　水稲収穫後の や や 排水良好 な水 矚 を供試。な お、播種

1 日 前 に パ ラ コ
ートを散布 した。

　 11 月 5 口に 播種 し 、 直後 に 稲 わ ら 70   9／m2 を被覆し

た。標準 区 は播種後自然条件下で 生 育 させ た もの で 、ほ

ぼ 出芽 揃 い とな った 播種 13 日後 まで の 全 降雨量 は 約 30

mm で あ っ た。乾燥区 は出芽期間 中 ビ ニ
ー

ル シ
ー

トで 雨水

を排 除 し、周 辺部 の 作溝 を した もの で あ る 。 また 、過湿

区 は 播種後 ／ndの 釟 ワ ク を深 さ 10　on まで 打 ち込 み 、　 こ

れ に 朝、昼、夕の 3 回 （1 回 に つ き 106 ） ジ ョ ロ で か

ん 水 し た 。
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　 　 　 　 　 　 　 注 ：⇔ 内 は 出 芽 ま で の ⊥ 壌 含 水 比 （％ ）

　乾燥区 は乾燥程 度が 少 なか っ た の で 、 出芽揃 い となる

時期が 甲 く、出芽数 は標準 区 よ りや や 劣 る もの の 大差が

な か っ た 。 しか し、 過湿 区 は 出芽数が きわ め て 少 な く、

その 後 の 生育 も劣 っ た。

水稲 、 ：毛 問 散 播栽培 は一定 層 に 播 種 され る た め、比 較

的 条 件が 良 い 場合 は 全面全層潘よ り出芽時期 が早 く、出

芽苗立 数 も多 くな っ た が、反 面、多雨条件下 で は 田 面に

水 が た まりや す く、一度水が た ま る と稲わ らで 被覆 され

て い る た め地表面か らの 蒸散が 少 な い の で 出芽不 良 を生

じや す い と考 え られ る。

要 約

　麦類 の 水 稲立 毛 問散播 栽培 に お け る 出芽苗立 に つ い て

検討 した 結果、次 の 3 点が 明 らか に な っ た 。

　1，麦播種後水稲収穫 ま で の 期間は 短 か い ほ ど出芽 及

び そ の 後の 麦の 生育 は安 定 して い るが、実用上 、 播種時

期は 水稲収穫の 1 週 問前 まで と考 え られ る。

　2．稲わ らの 被 覆 量 は 麦の 出芽や そ の 後の 生 育及 び雑

草 の 揮制の 面 か ら判断 す る と a 当 り70 〜9   罅程度が適

して い る 。 こ の た め 、 収穫された 稲わ らは全 景還元 し、

多い 所や 少 な い 所 を部分 的 に 補正す れ ば よ い 。

　 3．不耕起 状態 で 稲 わ らを被 覆 した 場 合 は、土 壌 表 面

が 比較的 湿潤に 保 た れ る た め 、 乾燥 に よ る 問題 は少 な い 。

しか し、播 種後 降 雨 が 続 い た 場合 は 出芽が 悪 くk ひ い て

は その 後 の 麦 の 生育 も低下す る た め、播種後、圃場 の 乾

湿 に 応 じて 作溝 し、排水 を図 る必 要が あ る e
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